
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に偽陽性を呈した
ヒトコロナウイルス NL63感染症

【概要】
COVID-19診断のゴールドスタンダードは，PCR検査による原因微生物であるSARS-

CoV2の検出であるが、PCR検査は時に偽陽性・偽陰性となることがあるため、その結果解
釈には注意を要する。
PCR偽陰性の問題は、感染対策・疾患蔓延を防ぐために注目されがちだが、PCR偽陽

性にも大きな問題が潜んでいる。2重測定のうち1回のみ陽性である、N1またはN2のどちら
か⼀⽅のみが陽性である、複数の標的領域に対するPCR検査で単⼀領域のみが陽性と
なる、Ct値が35以上と高い値が得られた、などというケースでは偽陽性を疑い、再検査をす
るなど慎重な判断をするべきである。
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